
一関市長記者会見 

 
日時：令和４年 10 月 17 日（月） 

午前 11 時から 12 時まで 

場所：市政記者室 

 

○市長発表事項 

令和４年度市勢功労者表彰について 

 

○その他 

  



     記者会見発表資料   
令和４年度市勢功労者表彰について 

 令和４年度の市勢功労者として５名の表彰を決定しました。 

１ 被表彰者                    

区分 氏名 年齢 住所 主な功績 

自治功労 勝部
か つ べ

 修
おさむ

 72 一関 

平成 21 年 10 月から新「一関市」二代目の一関市

長として令和３年 10 月までの３期 12 年間、優れ

た識見と高邁な政治信念をもって地方自治の進展

に多大な貢献をされた。 

自治功労 槻山
つきやま

 隆
たかし

 70 厳美 

一関市議会議長として、円滑な議会運営や議会改

革に尽力されるとともに、市議会議員として岩

手・宮城内陸地震からの復旧・復興に尽力される

など、地方自治の進展に多大な貢献をされた。 

産業功労 伊藤
い と う

 公夫
き み お

 79 
東山町 

松川 

一関市農業委員会会長として、現在の委員会組織

の礎を築き、市の基幹産業である農業の各種課題

に積極的に取り組むなど、地域農業の進展に多大

な貢献をされた。 

教育文化

功労  堂
とうどう

 隆則
たかのり

 76 
花泉町 

油島 

一関市教育委員会教育長として学校教育や社会教

育など教育行政課題に献身的に取り組まれ、教育

環境の充実と教育行政の進展に多大な貢献をされ

た。 

教育文化

功労 Ｎ
えぬ

．Ｓ
えす

．Ｐ
ぴー

 ― ― 

昭和 47 年、当時、国立一関工業高等専門学校に

在学していた同級生３人によって結成され、本年

50 周年を迎えた。全国の多くの方々から長く愛

され続け、一関市の交流人口、関係人口の創出に

多大な貢献をされた。 

（敬称略、年齢は令和４年 11 月３日現在） 

２ 表彰式 

   日 時  11 月３日（木・祝） 午前 11 時～正午  

  会 場  ベリーノホテル一関（一関市山目字三反田 179） 
   その他  三密回避、手指消毒など、新型コロナウイルス感染防止対策を講じたうえ

で開催します。 

令和４年 10 月 17 日

午前 11 時

問い合わせ先 一関市役所 

〒021-8501 岩手県一関市竹山町７番２号 

市長公室秘書課長 千葉紀代 

電話:(0191)21‐2111(内線 8172) FAX：(0191)21‐2110 

メールアドレス：kiyoc@city.ichinoseki.iwate.jp
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一関市田村町３番 50 号 

               勝
かつ

 部
べ

  修
おさむ

 
昭和 25 年７月４日（72歳） 

 

事績の概要 

平成 21年 10 月から新「一関市」二代目の一関市長として令和３年 10

月までの３期 12年間、優れた識見と高邁な政治信念をもって地方自治の

進展に多大な貢献をされた。 

 

昭和 49年に岩手県職員となられて以来、総合雇用対策局長、総合政策

局長、企画理事兼県南広域振興局長などを歴任され、一関市長就任後は、

この間培った豊かな行政経験を生かし、企業誘致や雇用対策等に積極的

に取り組むとともに、ふるさと一関の発展のため、「中東北の拠点都市

一関の形成」をスローガンとして掲げ、県境を越えた大きな枠組みでの

連携による圏域づくりに精力的に取り組まれた。 

また、国際リニアコライダー誘致を一関発展の骨格と位置づけ、ＩＬ

Ｃを基軸としたまちづくりを市民とともに取り組まれた。 

さらに、岩手・宮城内陸地震や東日本大震災からの復旧復興に尽力さ

れ、災害に強いまちづくりを進めるとともに、近いところが助け合う「近

助」の精神のもと、陸前高田市や気仙沼市への後方支援に尽力された。 

このほか、東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会に

対し、使用済み小型家電回収金属を利用したメダルの製作を提案するな

ど、卓越した企画力と行動力により一関市の知名度向上にも貢献された。 

 

社会情勢の変化や自然災害への対応、新型コロナウイルス感染症への

対応など、さまざまな課題に直面するなかにあって熱意をもって一関市

の発展と住民福祉の向上に寄与された功績は誠に大きい。 
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                 一関市厳美町字八幡 29 番地 

槻
つき

 山
やま

  隆
たかし

 
昭和 27 年２月４日（70歳） 

 

事績の概要 

一関市議会議長として、円滑な議会運営や議会改革に尽力されるとと

もに、市議会議員として岩手・宮城内陸地震からの復旧・復興に尽力さ

れるなど、地方自治の進展に多大な貢献をされた。 

 

平成４年１月に旧一関市議会議員となられて以来、令和３年 10月まで

の通算８期 29年余の長きにわたり市議会議員を務められ、平成 29年 10

月から令和３年 10月までの４年間、一関市議会議長を務められた。議長

として円滑な議会運営に指導力を発揮され、効率的な運営に尽力される

とともに、開かれた議会、市民に親しまれる身近な議会を目指し、議会

改革にも積極的に取り組まれた。 

また、新型コロナウイルス感染症対策特別委員会委員長として、新型

コロナウイルス感染症対策について緊急性が高いと思われる要望事項な

どを取りまとめ、市に対する提言書の提出や国への要望活動などを積極

的に行い、感染症にかかる生活支援や経営支援など市民が安心、安全に

暮らせるまちづくりに力を注がれた。 

このほか、市議会議員在職中は岩手・宮城内陸地震災害対策特別委員

会委員長、総務常任委員会委員長などを歴任され、災害からの復旧・復

興、公共交通体系の見直し等のさまざまな行政課題に積極的に取り組み、

市民生活の向上に尽力された。 

 

議会の代表として、優れた識見と指導力により一関市の発展と住民福

祉の向上に寄与された功績は誠に大きい。 



 

 

                 一関市東山町松川字三室平 140 番地１ 

伊
い

 藤
とう

 公
きみ

 夫
お

 
昭和 18 年４月 29 日（79 歳） 

 

事績の概要 

一関市農業委員会会長として、現在の委員会組織の礎を築き、市の基

幹産業である農業の各種課題に積極的に取り組むなど、地域農業の進展

に多大な貢献をされた。 

 

平成 18 年９月から令和３年９月までの５期 15 年間農業委員を務めら

れ、平成 24年９月には、これまでの真摯な取組姿勢やその温厚な人柄か

ら会長に選任され、令和３年９月までの３期９年間その重責を担った。

この間、公平、公正な委員会の運営を行うとともに、かけがえのない農

地を未来の世代に引き継ぎ、農業生産の基盤となる優良農地を守り、そ

の有効活用を進めるため様々な農業の課題に取り組んだ。 

また、平成 28年の改正農業委員会法施行に伴う新制度移行にあたって

は、新たな農業委員会組織体制の構築にリーダーシップを発揮し、平成

30年９月の新体制への円滑な移行が図られ、新たな組織運営に寄与した。 

このほか、市農業委員会委員として、平成 21年９月からは農政専門委

員会委員長として農政に対する要望や農業に関する情報提供等のとりま

とめの中心を担った。平成 23年３月の東日本大震災では、震災後ただち

に激甚災害指定と早急な復旧、復興対策について一関市農業委員会とし

て国、県に対し緊急要請を行い、その後も岩手県農業会議や県内の農業

委員会とともに関係機関に対し、復旧、復興対策の要請活動を展開した。 

 

農業・農村の声を代表する組織である農業委員会の会長として、一関

市の農業の発展に寄与した功績は誠に大きい。 
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一関市花泉町油島字北堀越 11 番地 

 
とう

 堂
どう

 隆
たか

 則
のり

 
昭和 21 年１月５日（76歳） 

 

事績の概要 

一関市教育委員会教育長として学校教育や社会教育など教育行政課題

に献身的に取り組まれ、教育環境の充実と教育行政の進展に多大な貢献

をされた。 

 

平成 15 年４月に旧一関市教育委員会教育長に任命され、以来平成 26

年３月までの 11年間教育長を務められた。この間、ことばを大切にする

教育やキャリア教育の重要性を認識し、読書普及員の配置や社会体験学

習など、学校、家庭、地域の連携を重視した施策に力を入れるとともに、

少子化を見据えた学校規模適正化の取組や校舎の大規模改修など、より

よい教育環境の向上に尽力された。 

また、地域の学習資源を生かしながら共に学び触れ合う社会教育の重

要性を早くから認識し、学びの土曜塾や放課後子どもプランの推進など

生涯学習活動を通して地域課題と地域づくりについて共に考える環境づ

くりに取り組まれたほか、「平泉の文化遺産」の世界遺産登録や骨寺村

荘園遺跡を含む世界遺産拡張登録に向けた取組にも尽力された。 

教育長退任後も、平成 27年６月から花泉町先人顕彰会の会長を務め地

域の活性化や連帯感の醸成に寄与されているほか、平成 29年８月から令

和４年３月までは、学校法人一関学院一関学院高等学校の理事長を務め

られた。 

 

教育行政の推進に尽力されるとともに、歴史文化の伝承、保存に貢献

された功績は誠に大きい。 
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Ｎ
えぬ

.Ｓ
えす

.Ｐ
ぴー

 

故天野
あ ま の

滋
しげる

・故中村
なかむら

貴之
たかゆき

・平賀
ひ ら が

和人
か ず と

 

 

事績の概要 

昭和 47年、当時、国立一関工業高等専門学校に在学していた同級生３

人によって結成され、本年 50周年を迎えた。全国の多くの方々から長く

愛され続け、一関市の交流人口、関係人口の創出に多大な貢献をされた。 

 

昭和 48年、国立一関高専５年生の時に第５回ヤマハポピュラーソング

コンテストでニッポン放送賞を受賞、同年メジャーデビューを果たした。

一関市出身でリーダーの天野滋氏が作詞、作曲の多くを手掛け、若者の

心をつかむ歌を世に送り出し、多くのヒット曲が生まれた。故郷いちの

せきの風景や思い出なども盛り込まれ、特にも代表曲の「夕暮れ時はさ

びしそう」は磐井川堤防が舞台となっており、国立一関高専の名ととも

に一関市の名を全国に広げられた。 

平成 31年３月から「夕暮れ時はさびしそう」が一ノ関駅新幹線ホーム

の発車メロディーに使用され、その際、中村貴之氏及び平賀和人氏から

一関市に対して応援メッセージやＰＲ活動の協力をいただいた。 

また、一関市では磐井川堤防に「Ｎ.Ｓ.Ｐメモリアルスポット」を設

置し、除幕式には全国から 400 人を超えるファンが駆け付けている。 

これらを目当てに多くのファンが一関市に足を運ぶだけでなく、訪れ

た方が一関市の魅力についてＳＮＳなどを活用して広く発信しており、

一関市の交流人口、関係人口の創出につながっている。 

 

一関市の知名度を向上させるとともに、人口減少や少子高齢化の中に

にあって交流人口、関係人口の創出をもたらしている功績は誠に大きい。 
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一関市市勢功労者名簿 

 

※( )内は受賞時年齢、敬称略 

 

平成 22 年度〔16 名〕 

 浅 井 東兵衛 (83)   【自治功労】    一関  男 

坂 本 紀 夫 (69)   【自治功労】    一関  男 

佐 藤 正 勝 (66)   【自治功労】    一関  男 

田野﨑 捷 吾 (72)   【自治功労】    花泉  男 

小 原 伸 元 (75)   【自治功労】    大東  男 

菊 地 宏 雄 (67)   【自治功労】    千厩  男 

松 川   誠 (75)   【自治功労】    東山  男 

佐 藤 久 耕 (69)   【自治功労】    東山  男 

小 山   寛 (75)   【自治功労】    室根  男 

千 葉   莊 (61)   【自治功労】    川崎  男 

佐々木 時 雄 (70)   【自治功労】    一関  男 

伊 藤   力 (78)   【自治功労】    川崎  男 

佐 藤 拓 郎 (78)   【教育文化功労】  一関  男 

(故)北村 健郎(享年 69)   【教育文化功労】  千厩  男 

須 田 利 治 (74)   【産業功労】    一関  男 

八 島 松四郎 (81)   【民生功労】    一関  男 

 

平成 23 年度〔３名〕 

千 葉 政 吾 (79)   【教育文化功労】  大東  男 

大 畑 孝 夫 (74)   【教育文化功労】  一関  男 

懸  田   等 (74)   【産業功労】    大東  男 

 

平成 24 年度〔３名〕 

田 島 英 一 (86)   【教育文化功労】  一関  男 

杉 内    巖 (83)   【教育文化功労】  一関  男 

田 嶋 德 穗 (78)   【民生功労】    一関  男 

 

平成 25 年度〔５名〕 

畠 山   博 (65)   【自治功労】    藤沢  男 

佐 藤 誠 之 (79)   【教育文化功労】  花泉  男 

小野寺  妙 子 (82)   【教育文化功労】  花泉  女 

宇 部 貞 宏 (76)   【産業功労】    一関  男 

佐 藤   勲 (69)   【産業功労】    一関  男 
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平成 26 年度〔７名〕 

西 城   健 (78)   【教育文化功労】  一関  男 

佐 原 得 司 (84)   【産業功労】    一関  男 

佐 藤  鐵 治 (83)   【産業功労】    東山  男 

小 岩 丈 郎 (76)   【産業功労】    一関  男 

大 澤 弘 毅 (78)   【民生功労】    一関  男 

千 葉 弘 記 (78)   【民生功労】    一関  男 

似 内 一 雄 (75)   【民生功労】    一関  男 

 

平成 27 年度〔９名〕 

阿 部   睦 (83)   【自治功労】    一関  男 

小野寺 興 輝 (73)   【自治功労】    東山  男 

藤 野 宣 子 (83)   【教育文化功労】  千厩  女 

杉 内   愛 (79)   【教育文化功労】  一関  女 

  阿 部 興 紀 (76)   【教育文化功労】  一関  男 

鈴 木 昭 男 (81)   【産業功労】    東山  男 

鈴 木 長 壽 (79)   【産業功労】    一関  男 

鈴 木 英 一 (73)   【産業功労】    東山  男 

阿 部 弘 子 (78)   【民生功労】    一関  女 

 

平成 28 年度〔６名〕 

小 山 謂 三 (79)   【自治功労】    室根  男 

芦   文八郎 (96)   【教育文化功労】  大東  男 

後 藤   健 (81)   【教育文化功労】  花泉  男 

梁 川 昭 祐 (76)   【教育文化功労】  一関  男 

  木 村 力 夫 (76)   【教育文化功労】  一関  男 

白 澤 剛 一 (77)   【産業功労】    一関  男 

 

平成 29 年度〔３名〕 

及 川 和 男 (84)   【教育文化功労】  一関  男 

小 原 美樹夫 (77)   【教育文化功労】  大東  男 

菅 原 正 二 (75)   【教育文化功労】  一関  男 

 

平成 30 年度〔５名〕 

大 森 忠 雄 (81)   【消防功労】    一関  男 

佐 山 昭 助 (77)   【教育文化功労】  大東  男 

鈴 木   功 (74)   【教育文化功労】  大東  男 

伊 藤 達 朗 (77)   【産業功労】    一関  男 

  岩 渕 一 美 (71)   【産業功労】    一関  男 
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令和元年度〔４名〕 

小野寺   苓 (87)   【教育文化功労】  一関  女 

入間田 宣 夫 (77)   【教育文化功労】  仙台市 男 

本 多 洋 之 (75)   【教育文化功労】  一関  男 

千 葉 繁 美 (83)   【産業功労】    室根  男 

 

令和２年度〔４名〕 

小 梨 浩 子 (89)   【教育文化功労】  一関  女 

蓬 田  稔  (88)   【教育文化功労】  一関  男 

小 嶋 喜久子 (88)   【教育文化功労】  一関  女 

白 石 惠 一 (75)   【教育文化功労】  千厩  男 

 

令和３年度〔３名〕 

佐 藤 義 光 (85)   【産業功労】    一関  男 

菅 原 啓 祐 (82)   【自治功労】    一関  男 

佐 藤 晄 僖 (80)   【産業功労】    一関  男 
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